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1.ま えがき
近年の字説では,北海道の最後の氷河期には,気温が低くて,樹木の水平分布が,現在
よりもずつと南に下がつていたことが推測され (平地がハイマツ帯),花粉分析によつて
もこのことが裏付けられつつある。

しかし,樹木の移住の速さ (V=種子の散布距腱/樹木の成熱年数,m/年 )について
考えると,樹木の多くの種にとつては,風散布においても,動物散布においても,北海道
の中央部と本州の間 (数百k■)を ,津軽海峡 (地峡)を通つて移動するには,後氷期の 1

万年間はあまりに短すぎるのである。たとえば, トドマツの風散布において,移住の速さ
は,V=50m/50年 ‐lm/年 にすぎず,1万年間でもわずかに10knし か移住できないの
である。

それゆえ,やはり,氷河期においても,花 (花粉)や果実・種子をつける実生繁殖 (実
生更新)と は別の手段で一―おそらく,栄養繁殖の 1つである,伏条更新で,あ るいは萌
芽,根萌芽,地下茎などの更新方式によリーー,多 くの樹種が,道内のあちらこちらに,
細々と,生育 (世代交代)し つづけていて,後氷期になつて,再び勢力を回復した,と考
えないわけにはゆかない。

2.調査地の概要
上述の仮説――氷河期にハイマツが優勢であつて,しかも,その冷涼な環境下において

も,多 くの高木類が生育していたにちがいないこと――を証明するには,今 日でも,ハ イ
マツ帯に生育する高木額を捜し,その伏条更新を見出せばよい,と 考えられる。

筆者たちは,東大雪山系のウペペサンケ山の尾根 (標高1600m〉 において,ア カエゾマ

ツの伏条更新の 1個体を見出した。なお ,こ の周辺において,ア カエゾマツ (マ ツ科 トウ
ヒ属)お よびトドマツ (同モミ属)の校の接地と不定根の発生は,既に見出されていた。
この尾根は,ダケカンパ帯よりも上にあり,風衝地であって,ハ イマツ植生からなり,ハ
イマツの海に浮かぶ小島のように,ア カエゾマツおよびトドマツの矮性木が,いちじるし
く偏形して,株立ち状に点在する。
3.調査結果
現地調査は,1988年 8月 20日および1989年 8月 18日 に行われた.

この尾根のハイマツそう林内において,伏生し,接地した枝から不定根が発生している

個体は,1988年 にも多数みられたが,いずれも枝先が鉛直に立上がっておらず,枝のつけ

ねの直径よりも接地部から先の枝の直径が太い事例 (新 しい根系の独立・子株の独立)は ,
観察されなかつた。

けれども,1989年 には,直立した子株が,た だ 1例にすぎないが,見出された。この親

株は,風衝樹形がいちじるしく,典型的な偏形樹形を呈し,数回の幹の枯死をくり返して,

高さが 213cn,胸 高直径が 3 cm,地際の直径が 7 cm強であつた.他方,子株は,風衝形を

ほとんど呈きないで,通直であり,高さが 180cmあ って,親株から出た校のつけねが 2.4

c血にすぎないのに,立上がった,新 しい幹の地際の直径が 3.8cmも あつた。リター層 (厚
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さ約10c口)を除いてみ
ると,鉱質土に接した
枝は,不定根を発生さ
せ,新 しい独立した根
系を発達させつつあっ

た。

希少な事例であるた

めに,伐採して樹幹解
析をすることが困難な

ので,正■な年●を読
めないのであるが,輸
生校や芽麟痕・菫輸を

手掛りに推測すると,

子株が約35+α 年 (50 直径 3

年くらいか)であり,  1
親株はさらに+β 年 (
70～ 80年 くらいか)で
あろう。なお,この観
株のまた親株 (祖株 )

らしい株ないし痕跡は,

みられなかつた。

図-1に ,調査事例
が示される。

これらの風衝 。矮性

アカエゾマツおよび ト

ドマツには,球果の生
じた痕跡は全く見出せ

なかつた。

4.小考察

伏生校の立上り

独 立

不定根の発生 独立した根系の発達
鉱質土 リター層

ロー1 アカエゾマツの伏条更新の 1例 (ウペペサンケ山)

枝を接地させ,上をかけて,不定根を発生させ,と りき (伏条とりき,Layering)す る
方式は,日芸方面では古くから確立されていた技術である。針葉樹の高木額では,道南の
ヒバ (ヒ ノキアスナロ,ヒ ノキ科アスナロ属)に ,伏条更新が知られ,さ しき (枝挿し)
造林も行われてきた。日本海側でも,スギ (と くに,変種ウラスギ)の さしき造林が行わ
れてきた.ただし,これらは,低山帯における事例である。
針葉樹の高山帯 (な いし生育限界城)における伏条更新の事例は,い くつか知られてい
る。たとえば,奥羽山脈の多雪地域におけるスギ (ス ギ科スギ属),ク ロベ (別名ネズヨ,
ヒノキ科クロベ属 ;小野寺ほか,1989),北アルプス (官山県)の多雪地域におけるタテ
ヤマスギ (ス ギの変種 ;平 ,1985),ア ルプス山脈のヨーロッパトゥヒ (マ ツ科トウヒ属
;KUOCH=AHIET,1970),な どである。これらの樹雹は,当然のことながら,低山帯や平
地では,種子散布による実生更新をする。つまり,環境条件が厳しくなり,関花・結実が
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困難な状態に置かれると,良好な環境条件下では隠されていた,個体維持のための栄養繁

殖能力が発揮される,と 考えられるのである.そ して,氷河期には,この能力が発揮され

ていたにちがいない。

こうした事例から検討すると,樹木の環境変化に対する適応力は,かなり大きいもので

あり,現在は過去の鍵ではあるが,現在の樹木分布と温度の相関からだけでは,過去を単

純に推測することは危険である,と いえよう。現在の樹木についてのより多くの知識――

植栽分布,耐寒性,栄姜増殖,種子散布,サ クセッシヨン,花粉生産量,虫媒花の存在 ,

ほか――を総合して,改めて過去を解くことが望まれる。
アカエゾマツの,高山帯における栄養集殖と針葉樹林帯における実生集殖との,2つの

タイプの熱殖方式は,過去の気候変動において,寒冷期の南下 (下 山),温曖期 (亜間氷

期を含む)の北上 (登山)と いう単純な国式に,一石を投じるものである (国 -2).

温曖期――実生繁殖 (種子
・花粉)

寒冷期――栄養繁殖 (伏条)

efifio7hat<v 積雪

トドマツ

ハイマツそう林

/

/ン
/4曖 期

ダケカンパ林

分布域の変動 針葉樹林

//4(1期
針広混交林

栄養集殖 :伏条,萌芽,根萌芽,地下墓

国 -2 高山のハイマツ帯におけるアカエゾマツ・ トドマツの伏条更新の意義
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